
⼩牧南、⼩牧、⼱下、味岡、東部、北⾥地区でグループ活動を⾏っています。
グループで健康に関することを学び、学んだ内容を地域住⺠に発信し、健康
意識を⾼めています。

地区ごと特⾊があり、学習会が開かれた地区、他の住⺠組織と連携した取り組みを
⾏った地区など、地域の実情に合わせた活動が、６地区に分かれて⾏われました。

同じTシャツを着用して活動して
いるので、連帯感が⾼まります。

健康の話が自然と広がっていくようなつながりを、
地域の中で育んでいます。

（令和7年度 各地区の保健連絡員数）

グループの活動
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小牧南 地区の健康づくり

保健連絡員さんの声
・小牧南地区健康イベントに参加し、保健連絡
員や地域の方々と交流でき、健康への意識の高
さを感じながら、楽しく参加させて頂きました。
・子育てサロンでの講座では、食の大切さを再
認識でき、特に「20歳までの骨量が将来の骨
粗しょう症リスクを左右する」という内容は、子育
て世代にとても反響が良かったです。
・地区の健康まつりで、「普段知れない血管年
齢や握力測定等ができて良かった」と言われた
ときは嬉しく思いました。
・昨年に引き続き救命講習に参加しました。講
習のDVDがとてもリアルで毎回ゾッとしながら
学習しています。AEDの使い方などは知ってい
て損はないと思いました。

この地区の特徴

統計でみる地区の状況（R7.4.1現在） 暮らしからみる地区のようす

・小牧南地区の人口 24,003人
市全体 １４８,674人

・高齢化率（市全体） 19.65％（25.72％）
・ひとり暮らし 1,357人
・出生数 （令和5年度）７９８人

活動テーマ

数字で見る地区の活動状況
小牧南地区保健連絡員の数 23人

グループ会議・学習会 参加延べ人数 93人

グループ会議・学習会 開催回数 ７回

地域への発信
①小牧南地区健康イベントを開催 来場者数：115人
②学習のまとめをふらっとみなみに展示

期間：1/30～2/15
③回覧チラシ（健康イベント開催チラシ裏） および健
康イベント参加者へ配付したメッセージカードに学習
会での学びを記載

初めて取り組んだ活動
上記の②および③

・公園やお店が近くにあり生活しやすい
・子ども（子育て世代）が増加している
・多忙な方も多く子ども会や老人会が縮小傾向
・交流・関わりも少なくなっている
・一方で昔から住んでいる高齢者も多くサロンや老人会が活発

こころの健康づくり
～自分のこころに気づき、よりよく付き合うために〜

【こころの健康に関する学習会】
9月10日保健センターで実施。

こころの健康の捉え方について学
び、その後の会議にてグループで
学習内容の振り返りや共有したい
内容を話し合った。共有したい内容
は、回覧チラシに掲載した。
学習会は、対面とオンデマンド配

信で実施したため、学習会受講率
９１％であった。

【小牧南地区健康イベント実施】
2月15日ふらっとみなみで実施。

こころの健康の一助となるよう、昨年同様ほっとスペースを設置し、セルフフットマッ
サージの講習や温かい飲み物を提供した。測定と脳トレも実施することで、老若男
女幅広い方に参加していただいた。参加者には、学習会にて学んだ内容をもとに作
成した【こころの健康についてのワンポイントアドバイス】を配布した。
参加者からは「親切で明るく動作も簡単で、最高のイベントでした。」「普段気にし

ていることが、数値としてあられれることで励みにもなるし、改めて意識できると思っ
た。」「日ごろ出来ない事が出来て良かった。」「気軽に参加できて、健康を意識で
きてよかったです」「足マッサージで体がホカホカした」といった声が聞かれた。
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1年間の活動や学習したことを住⺠の皆さんに伝えるため、
模造紙にまとめました。
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地区が混在している。

小牧 地区の健康づくり

保健連絡員さんの声

・外国人の方が増えており、自分から挨拶したり声
掛けしたりした。区で主催したイベントに外国人の
方が参加して下さり、それをきっかけに地域のつな
がりができたことを喜んでもらえた。ちょっとした声
掛けがつながりの一歩になると感じた。
・栄養や生活習慣病予防、歯の健康について学び、
家族で共有したり、生活の中でも意識して取り入れ
るようになった。学んだことを周りに伝えることがで
きて良かった。
・区のイベント運営のお手伝いを通して、普段お話
をしたことがない地域の方と会話ができた。
・三世代交流会では、保健連絡員として幅広い年
代の方に楽しんでいただくことができ、さらに感謝
の言葉もいただき、とても嬉しく感じた。

高齢化が進む地区と若い世代が増える地区が混在している。

この地区の特徴

暮らしからみる地区のようす

活動テーマ

統計でみる地区の状況（R7.4.1現在）

・小牧地区の人口 2７，８６９人
市全体 １４８,674人

・高齢化率（市全体） 20.90％（25.72％）
・ひとり暮らし 1,770人
・出生数 （令和5年度）７９８人

数字で見る地区の活動状況
小牧地区保健連絡員の数 42人

グループ会議・学習会 参加延べ人数 １９７人

グループ会議・学習会 開催回数 ９回

地域への発信
・小牧小学校区三世代交流会（ハッピーフェスタ）に

健康フェアブースを出展 ブース利用者数 250人
・小牧原小学校三世代交流会に

健康フェアブースを出展 ブース利用者数 192人
・他団体との連携 小牧小学校区地域協議会

小牧原小学校地域協議会

初めて取り組んだ活動
・小牧原小学校地域協議会と連携によるイベント出展

・高齢化が進む地区と若い世代が増える地区が混在している。
・マンション・アパートが増え、住民同士のつながりが薄れがちな
地区がある。

・一方で、サロンや伝統行事が続き交流が活発な地区も多い。
・一人暮らし高齢者の増加や見守りの必要性が課題となっている。
・今後は、世代を超えた交流づくりの取り組みが求められている。

『すべての年代に通じる健康づくり』
～若いうちからの筋肉貯金/食生活からのカラダづくり/かめる歯をつくろう～

【お口の健康・栄養・運動に関する学習会】
６月７月１０月に 「若いうちからの筋肉貯金」
「食生活からのカラダづくり」「かめる歯をつくろ
う」３つのテーマについて学習会を実施。栄養に
ついては、ヘルスラボ・こまきにて実施。それぞれ
保健師、管理栄養士や歯科衛生士より、大人も
子どもも日常生活に取り入れやすい健康づくり
について、実践を交えたお話を聞いた。「いろい
ろな面から健康に気を付けたいね。自分の区で
もやってみたいね。」という声があがった。

小 牧 小 学 校 区 ・ 小 牧 原 小 学 校 区
地 域 協 議 会 主 催 の 三 世 代 交 流 会 に 出 展【 】

11月３０日（日）小牧小学校 / 2月１５日（日）小牧原小学校 の体育館
において、保健連絡員による健康フェアを出展。学習会で学んだまとめの
展示をクイズにしたり、握力測定、ゲーム、吹きゴマ作成コーナーを設けたり
して、三世代で楽しめる工夫をした。来場者の方から、「健康フェアのクイズ
は勉強になった。」「子どもから高齢の方まで楽しめて良かった。」という声
が聞かれた。
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巾下 地区の健康づくり

保健連絡員さんの声

・みんな楽しんでやってくれてよかった。手ばかり
栄養を知って、一日で摂取しなければいけない
量や、夜のアイスが７倍太ることを知った。

・健康フェアの手作り感がいい。お手伝いではな
く自分達で作り上げた。保健連絡員になって、
今まで行かなかった講習に行こうかな、という
気になった。

・活動に参加して、自分ができていなかったこと
やみんなが健康に気をつけていることに気づ
いた。健康フェアでは、参加者が大きな口を開
けて口腔体操を行ってくれて嬉しかった。

・保健連絡員みんなで協力してできることで、楽
しく出会いもできて良い体験となった。

この地区の特徴

暮らしからみる地区のようす

活動テーマ

統計でみる地区の状況（R7.4.1現在）

・巾下地区の人口 13,684人
市全体 １４８,674人

・高齢化率（市全体） 25.94％（25.72％）
・ひとり暮らし ９５４人
・出生数 （令和5年度）７９８人

数字で見る地区の活動状況
巾下地区保健連絡員の数 22人

グループ会議・学習会 参加延べ人数 163人

グループ会議・学習会 開催回数 9回

地域への発信
・巾下地区健康フェアを開催 来場者数 合計129人
・各地区におけるイベントでの学んだことの発信

ex）三ツ渕学区健康フェア、ふれあいのつどい、入鹿半寿会
・他団体との連携協力 三ツ渕学区コミュニティ推進協議会

小牧西部地区ボランティア連絡会
西之島ふれあいサロン

初めて取り組んだ活動
巾下地区健康フェアと西之島区サロンが同日開催のため、
サロン参加者に健康フェアに参加していただいた。

・昔から住んでいる高齢者が多く、交流があり絆が強い。
・昔は、子どもの活気の声が聞こえたが、今は子どもの声が
聞こえなくなった。

・田畑を持っている人が多い。
・交通の便が悪いため、車が一家に1台ある家がほとんど。

楽しい食事から考える長寿のヒミツ

ご自身が学びたいことや、ご家族・地域の方へ
伝えたいことについて意見を出し合い、その中
で特に関心の高かった「食事」に焦点を当て、
以下の３つの内容について学習しました。
・歯科衛生士による 「お口の健康」のお話
・管理栄養士による 「栄養」のお話
・塩分濃度の測定体験
日常で取り組める食事に関する健康づくりを
学ぶことができました。

【 食 事 に 関 す る 学 習 会 】 【巾下地区保健連絡員による健康フェアを開催！】

学習会で得た知識を地域の皆様に伝えるため、2月11日に西部コミュニティセンター
で「巾下地区健康フェア」を開催しました。食事に関する情報発信、お口の体操、各種
測定（塩分濃度・骨密度・AGEs・血管年齢）、さらに名古屋経済大学の先生と学生に
よる講演会など、さまざまなコーナーを設けました。また、同日に西之島サロンが開催さ
れていたため、サロン参加者の方々にも健康フェアのに参加していただきました。

（参加者の声）
・各コーナの工夫があり大変良かったです。
・心配していることをくわしく説明があり聞いて勉強になりました。
・地域の役員さんの協力に感謝です。 など
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味岡 地区の健康づくり

保健連絡員さんの声
・保健連絡員として、地区の違う方ともお知り合
いになれて、違う活動でも声を掛け合ったりつな
がりができて良かった。
・健康イベントの準備ではたくさんの意見が出て、
皆さんがとても熱心に活動されており驚いた。こ
ういう機会は大切だと実感しました。
・地区の行事に参加するたびに、健康について
の話をする機会に恵まれよく話をするようになり
ました。
・食に関する学習会をきっかけに、栄養や添加
物について自分なりに改め直した。
・保健連絡員をして、地区の３あい事業に協力
するようになり、自分の健康にも気をつけるよう
になった。

くしょ
」

この地区の特徴

暮らしからみる地区のようす

活動テーマ
みんなで取り組む健康習慣！

・高齢の方が多い地域と、新しい住宅が増えて若い世代が増え
ている地域がある。
・行事や自治会活動を続ける人が減ってきており、地域づくりを
どう続けていくかが課題になっている。
・自然が多い場所や買い物がしやすい場所、地域のつながりが
活発な場所がある。

【学習会】
味岡市民センターにて、学習会を３回実施。第１回学習会では、お口の健康
に関する学習を行った。歯を失う原因やお口を健康に保つためのポイントを
聞き、「定期的に歯科健診をうけたい」「歯の磨き方を見直したい」といった
声が聞かれた。第２回学習会では、健康体操を行った。歌いながら手足の
運動をしたり、名古屋弁のラジオ体操、カスタネットを使ったリズム遊びなど
を実施。「リフレッシュできて楽しかった」「子どもから大人まで楽しめそう！」
といった声が聞かれた。第３回学習会では、栄養に関する講座を行った。栄
養成分表示を見ながら、年齢や健康状態に応じた食品の選び方について
学んだ。「今後栄養成分表示を見て食品を選ぼうと思った」「添加物は安全
に食べるために必要なものだとわかった」といった声が聞かれた。

統計でみる地区の状況（R7.4.1現在）

・味岡地区の人口 33,544人
市全体 １４８,674人

・高齢化率（市全体） 24.66％（25.72％）
・ひとり暮らし 2,261人
・出生数 （令和5年度）７９８人

数字で見る地区の活動状況
味岡地区保健連絡員の数 49人

グループ会議・学習会 参加延べ人数 248人

グループ会議・学習会 開催回数 １０回

地域への発信
・味岡地区健康イベントを開催 来場者数 79人

初めて取り組んだ活動
・参加者が自身の健康を主体的に考えられるよう、
体験型の健康イベントを実施。

【味岡地区健康イベントを開催】
１１月15日味岡市民センターで「みんなで楽しむ健
康ラリー」を開催。学習会で学んだことを地域へ発信
しつつ、参加者が楽しみながら自身の健康と向き合
うことができるイベントとなった。会場には、ボッチャ・
体操・ゲーム・脳トレ・口腔・測定の６つのコーナーを
設け、参加者はさまざまな体験を通して健康につい
て学んだ。イベントに参加した方からは「健康に対す
る意識が高まった」「楽しく健康について学ぶことが
できた」といった感想が聞かれた。
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東部 地区の健康づくり

保健連絡員さんの声

・保健連絡員活動を通して、地域や人との関わり
を持つことができた。

・高齢者の方の送迎や、サロン活動を行うようにな
り、近所の方と話す機会が増えた。

・活動を通して、他の区の保健連絡員の方と様々
なことを話すことができて楽しかった。

・緑道やウォーキングなど、東部地区の素晴らしさ
を改めて感じた。

・食事や運動について、生活に取り入れている。
・周囲の人に学んだことを紹介し、興味を持っても
らえた。

・学習会の内容がサロン活動の内容を考える時に
役立った。

」

この地区の特徴

暮らしからみる地区のようす

活動テーマ

統計でみる地区の状況（R7.4.1現在）

・東部地区の人口 ３０，３４３人
市全体 １４８,674人

・高齢化率（市全体） 34.99％（25.72％）
・ひとり暮らし ２,１５９人
・出生数 （令和5年度）７９８人

数字で見る地区の活動状況
東部地区保健連絡員の数 60人

グループ会議・学習会 参加延べ人数 317人

グループ会議・学習会 開催回数 11回

地域への発信

・東部いきいきウォーキングを開催 来場者数 258人
・活動のまとめを東部市民センターにて展示

期間3月6日～13日

初めて取り組んだ活動
・活動のまとめを野口の郷にて展示

期間3月13日～19日

生き生きとした毎日を送るための体づくり

【東部いきいきウォーキングを開催】
11月8日桃花台緑道でいきいきウォーキングを
開催。開会式にてラジオ体操の実施とウォーキ
ングのポイントを紹介。
保健連絡員より、「多くの参加者があり、有意義
なイベントだと感じた。地域の方との関わりが嬉
しかった。」という意見が出た。
参加者より、「良い天気で気持ち良く歩くことが
でき、迷わず、楽しくウォーキングができた。」と
いう声が聞かれた。

【学習会の実施】
8月26日に運動編（東部市民センター）、9月18日に栄養編（東部市民センター）、
12月2日に野口の郷見学（野口の郷）の学習会を実施。
運動編では、体の正しい使い方・姿勢の学習とウォーキング、栄養編では、おばあ
ちゃんの知恵袋への知識を深めることで、フレイル・生活習慣病予防に関する学び
を深めた。また、野口の郷を実際に見学することで施設の特徴や活用方法について
学びを深めた。
「ウォーキングアプリを入れたり、料理に関する工夫を実践している。」、「友人を
ウォーキングに誘って一緒に歩いている。」、「野口の郷を初めて知った。周囲の人に
紹介して、活用しているよ。」という声が聞かれた。

・地区によっては半数が高齢者など、少子高齢化を強く感じる。
・公園で遊ぶ子どもを見ることは減ったが、新しい戸建てには若い
世帯も入居している印象。

・坂も多く、車がないと困ることが多い。
・緑道や整備された公園も多く、環境が良いところ。散歩中に挨拶
をするなど、温かいイメージがある。
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1年間の活動や学習したことを住⺠の皆さんに伝えるため、
模造紙にまとめました。
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北里 地区の健康づくり

数字で見る地区の活動状況
北里地区保健連絡員の数 37人

グループ会議・学習会 参加延べ人数 252人

グループ会議・学習会 開催回数 ９回

地域への発信
・小木小学校区健康まつりに参加 来場者数 94人
・北里Festivalに保健連絡員ブースを出展

ブース利用者数 115人
・他団体との連携 小木小学校区地域協議会

北里小学校区地域協議会

初めて取り組んだ活動
・小牧市シルバースポーツ大会に出場

保健連絡員の参加者数 １８人

保健連絡員さんの声

・一人暮らしの方、病院通いの方から「いつも声
をかけてくださり、ありがとうね」と言われ、とて
もうれしかった。

・週１回の体操やサロンで保健センターで学ん
だことを伝えたりして、みんなに話を聞いても
らっている。

・シルバースポーツ大会に参加して、楽しい時間
を過ごせた。高齢者の方々が地域活動に参加
する機会があることやこの大会が長く続いてい
ることを知り、驚いた。

・健康イベントで掲示した制作物を読みながら、
来てくれた人が「へぇー、知らなかったー」と言
いながらクイズを楽しそうにやってくれた。

この地区の特徴

暮らしからみる地区のようす

活動テーマ
地域で支える健康づくりを考える！

・高齢化が進んできているが、サロンや近所のおしゃべりは盛ん。
・昔からある家が壊され、新しい家に若い世代が入居してきてい
る。子どもの数は増えてきているように感じる。

・スーパー・コンビニがない地区があれば、お店が密集している
ため生活に不便しない地区もあり様々。

【北里Festivalに出展】
１月１８日北里市民センターの１階
ロビーでクイズコーナーを行った。
振り返りでは、「クイズを行うことで、
学習会を通して作成した展示物を
しっかり見てもらうことができて良
かった。」という意見が出た。

【小木小学校区健康まつりに参加】
１１月１５日小木小学校で地域協議会と協働
して行った。
30分ごとのズンドコ体操やクイズコーナーを
設け、イベントを盛り上げた。
アンケートで、「地域で毎年こうした催しがあ
ることは、健康意識向上のためにとても素晴
らしいことだと思います。」と回答があった。

【小牧市シルバースポーツ
大会に参加】
１１月１８日パークアリーナで行われ、
出場者として参加した。
グループの親睦を深めることができ、
「こういった催しがあることを知らな
かったため、ぜひ今後も参加してい
きたい」と前向きな意見が出た。

統計でみる地区の状況（R7.4.1現在）

・北里地区の人口 １９，２３１人
市全体 １４８,674人

・高齢化率（市全体） 27.37％（25.72％）
・ひとり暮らし １,４１２人
・出生数 （令和5年度）７９８人
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1年間の活動や学習したことを住⺠の皆さんに伝えるため、
模造紙にまとめました。
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